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-$:稿で取りとげる.~例は現(t継続中のものであ，)， : 
れまでに 2~二、ドjlj:くの治療活動を続けている。その問.
7ライエントとセラピストとの聞には.治療過絞のiIL岐
に司{~な立日本を持っと忠、われるいろいろな出来事が生起
して l.t消えていった。中でも，と くに治療過程の初則に
おいて，クライエント n らが、'~.Iï'坊主作になった出来'fJ.
l.t， セラピストの心に丸a強い印象と して残 っている。
そしてセラピストにli，この出米'Ji.を契機として，その
後の治療治紅の展開が始ま って行ったように思われる。
そこで本稿でl丸 、首坊主伊の友現が見られたセ yシ
ョン ( ~ì 6 1)を含む第 1Mから第8固までの初mlの治
療過41:について， とくに7ライエン トの表現のな味，及
びクライエントとセラピストとの相互関係に焦点をしぼ
って考察する。
事 例
(1) 小'学校4年生(9歳.治療開始時)の男児。
(2) 問也:行動に治ちliきがなく，教事ーにおいてもじ
っとAっておらず.大声を出す tE!任が少しでも臼を離
すと校庭へ:1てしまう 。成績むを¥< ，友達からは馬鹿に
され.無視されている
(3) 家紋 :父税 (46':，'主).母繰り5歳)，本児の 3人
家族。父減{立会祉のof(j交をしておリ，仕事の能力も高〈
J判曲さlL，百1下思いの人柄なので，会社では rfムのOOj
とJわれている。机1'"1の酒好きて¥ 胃と肝臓を怒く して
時折入院することがある。家庭 では，酒に酔った時など，
本児に熊.fIJ¥縦題をふっかけて、;jI:児を「キー キー」と ，T
わせて ~I{; "，;:ことがある ほ税l.t本児に対してはfOJかと世
話をやさ.ノド児がLJ分一人で出来そうな ことまでもつい
つい予を出してしまいがらになる。母線向身本児に.r.Jし
て過保必fごと思っている.また，夫に対してはイ4・Fをd
わずよく H:える.
(4) 'J=.fi時五および問題経:出産時10ヶ月の逆「で体'f(
31∞クラム.始歩 1.:1.J集は避し 1，友6ヶ月頃ハパ
(7 ) 
"?"?むとの }Tr_f'j:~っていたが， 3~注 2 ヶ JItfiからP菜リ
L1Bす。しかしd1長は幼児語的であった。 3殺になるまで
に水痘にかか，)，おもかった。幼稚凶の時.鉄筋のhl恨
の i二にあかったことがあリ ， 5歳 6ヶ月時.幼稚聞の先
生の紹介でM術院にてプレイ ・セラヒィを受けるが効果
な<，その後S教育研究所を通 じて本'下児竜初旬主主に来
放する.1973年 5月19日より， j~ 1 [0]40分IH，母税には
カウンセリング(1E!当 :丹下l，本!厄にl.tプレイ ・セ ラ
ピィ(jU当 ・大辻)を実施.現化継続中。
なお，蚊jFrの本児l:t学校での行動に vi存ち，{-iき仮リを
ぷし，)求総L少 しずつ向上 して来ており.本児に対する
父母の態!文に L変化が見られてきている。付税I，t?}の子
としての本児の独立性 ・白立性を認めて来ておリ ，父親
も飲消i止を少なくし，本児と共に肝球見物をするほどに
なって米ている。また，f号税は父視に対して I己主'Jtが
:H米るようになって来ておリ.家族にも一応の定安が見
らJtてきても、る。
治療過程
~l 恒J (1973年 5月19日}
プレイの始まるがiの挨拶の際.ノド児は畏まった態度で
「よろしくあ・時良いします」とピョコンと ~fí をドげる。セ
ラビストもそれにあわせて頭を下 げるが，目の7リ7リ
した，やや太リ 3L昧の本児に，何か小'下佼4iド'主の ~) の
「らしからぬ堅苦しさを!感じるJセラピストは， どうし
てこの fーはこうなのかなと思いつつ. 一緒にプレイ~に
入る。
入計すると rあなたのお家はどこですかj ， rなせ'
〆ガネをかけたのですか」とセラピストへのl関心をポし
たm日jをして4とるのて.セ ラヒストは，セラビスト1)身
の1J頼性が問われているような気がしたので.できるだ
け正，((に . そして丁中に答える。その後. 本外で~ドリL
l.tti分の来った l'H1hl与のi去をセラビストに二総'Itて追い
かけるように命令する。それも牛:!厄が「イイ」と言うま
てju.~、かけては「ダメ J で，セ ラピストに付して強い υ
訓でえ配的に働きかけて来る。セラビスト l.tjPJか本児に
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安心感、を持ってもらいたかったので，素直に本児の命令
に従う。
一旦プレイ室にもどってから再度室外に出る。それま
でと様子が変わって.今度は「セメントをつくる」と言
って，水を入れたバケツに乾いた砂を入れて混ぜ合わせ
る。セラピストもついうれしくなり「それで何かつくる
の」と先のことを期待して聞いてしまうが，本児は「つ
くらない」と一言答える。少し早まって聞いてしまった
かなと思いつつ，何か「仕事J .を始め出した本児を頼も
しく思う。
第2回(1973年 5月26日)
セラピストの前を本児はプレイ室まで走って行〈。元
気のいい動きが出てきたなと思いながら入室すると，突
然待ち構えていた本児が「ギャアー」と大声を出してセ
ラピストを驚かす。 rワTー」と声を出して驚〈セラピ
ストを見て，本児は楽しそうに笑う。本児の意外な茶目
っ気振りに，セラピストは親近!惑を覚える。
電話遊びが始まる。プレイ室内の小部屋の中から電話
をかけて来る。セラピストに酒庖をやらせ，本児は電気
底になる。酒，ファンタ，キリンレモンなどを注文し.
セラピストには電気器具の修理依頼を要求する。次にセ
ラピストを寿司屋にさせ，いろいろな種類を食べ切れな
いほど注文して来る。それもせわしく慌てて続け様に注
文して来るのだが，楽しさがこぼれるような笑い声にセ
ラピストの心も弾んで来る。セラピストはこの雰囲気を
損なわないように.てきぱきと生きのいい感じをできる
だけ出そうと心鎌ける。電話という形を通してではある
が，フド児との交流が活発になってきたのを感じる。
後半，砂場に家を 3軒，その縁に名古屋減を 1つ誼き，
砂を積んだダンプカーが名古屋城へ向かつて走って行〈。
そして，そばの箱庭に遣いた新幹線は「名古屋へ行<J 
と本児は言う。黒板には，鉄道線のよう なものが捕かれ
る。本児のこれから目差す方向や目標，またそれを実現
する手段が，象徴的に名古屋城や新幹線で表現されたよ
うにセラピストには思われたが，同時に新幹線では本児
の成長のスピードとしては少しばかり速すぎるのではな
いか，今はまだそんなに慌てなくてもいいのではないか
という気持ちも起こって来る。
第3回(l973ijo6月2日)
今回の電話遊ぴli，電話線の縫れを解くことから始ま
る。セラピストが解くのに手間取り少し面倒臭〈思って
いると rダメじゃないか」と本児の叱賛。セラピスト
は予が抜けないなと思いつつ.やっと解〈。前回同様に
注文が始まるが， ‘J令凍食lfVの注文に，酒腐の役割を
~議したセラピストが，それは級っていないと注文を断
重
(8) 
学
わると rアレー」と言う本児の落胞の声。一瞬セラピ
ストの心iこしまったという思Lいが走るが，機転を利かせ
て「それは隣りの乾物屋きんですわ」と嘗うが時すでに
返しこの後しばらく本児との交信がスムーズに行かな
くなる。次に本児は，エ レクトーンを弾いたり，箱庭に
新しい橋と古い橋を 2つ置き，その上から砂をかけて全
部覆ってしまう。そして，バンチキックに少し触れてか
ら， 「もう帰る」と言って 5分程前に部屋を出る。セラ
ピストは何かすっきりしないものを感じながら，一緒に
歩いて行くと，母親のいる面接室の向いにある研究室に
セラピストと共に入り.中から鍵をかける。セラピスト
は思い切って「遊びが退屈ゃったの」と聞くと，「違う J
と答える。 r丹下先生と遊びたいの」と聞くと，これも
r違う」と言うので¥セラピストもピンと来て， 「丹下
先生とおかあさんが話をしているのが気になるのやね」
と言うと rうん，そうや」と答える。これを聞いてセ
ラピストは内心ホットするのと同時に.失敗にとらわれ
て，本児の気持ちを汲みとれなかった自分を強〈感じる。
この後，本児lirお話しよう」と言って，テープルをは
さんでセラピストと向い合わせになる。ドアを/.~ 7す
る音が聞こえるまで， しばらく時間をすごす。
第 4回 (1973年 6月16日)
「今日は包括から行きたいと思います」という本児の
宣言からプレイは始まる。電話を用意しているセラピス
トに rお化けだぞー」とそばにあるーツ目小僧のビニ
ーJレ人形を手に持ってぶらさげて来る。セラピストは本
児が少しずつ!打ちとけて来ているのを感じる。電話の片
方に電池が入っておらず，ベルが鳴らない。セラピスト
が研究室まで彼しに行くと.後から「待ってー」とつい
て来る。二人して捜すが結局見つからず，一旦部屋に戻
って来る。もう一度セラピストだけが捜しに行くが，や
はり見つからず，部屋に戻って来ると.箱庭に新しい僑
が1つ誼いてあり，本児が揺りイスに揺られながらあら
れ菓子を食べている。セラピストに「全部食べ」と言っ
てそれを手渡した後，棚から舟を一隻取り出す。流し台
に水を溜め，それを浮かべる。その後，タイヤ大小2つ
を流し台に入れる。水道の栓がZつ聞けっぱなしにされ
ているので，水がザーザーとあふれ出して来る。セラピ
ストが何か始まり出したなと思いながら眺めていると，
本児は「トウトウ」と楽しそうに口ずさみ，忽、に生き生
きとし出して来る。 r雨が降って来た。まだ雨が降りま
す。大雨」 と香川水のこぼれ落ちるのを眺めている。
そして，下の流し坊の水の捌け口へ溜っていた砂を全部
きれいに流し込んだ後，タイヤを床に引きずり孫す。床
は水浸しになる。本児はますます生き生きとして釆る。
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再度タイヤを子高す。今度は木製の古い家がタイヤで押し
つぶされてしまう。本児は「家もつぶれたし. しょうが
ないな」と実にサパサパとした調子で言う。ホノアの大
洪水'を思わせるようなすさまじい破媛カを持った大雨
の印象と同時に，すがすがしい充実した気分がセラピス
トに起こって来る。
本児は「おかあさんのところでお話しよう」と面接室
へ戻ってから，セラピス卜と一緒に減と電車の写真が載
っている本をみる。
第5回 (1973年 6月30日)
早くやって釆たので. 5分ほど前から始める.早速包
括遊び。セラピストが酒屋になってベルを鳴らすが.本
児はそれを聞いて「ウッフフ」と楽しそうに笑うだけで
注文をせず.小部屋に取り付けであるカメラ道具をいじ
くり回している。本児の電話遊びへの興味が稀薄になっ
て来たのかなと思っていると rお化けだぞー，お前を
食べてやる」とーツ凶小僧を手に持ち.恐い感じを込め
て，セラピストを篤かしに来る。しかし，それもすぐや
め，急に幼い子どもっぽい声で「また雨の用意をしよう」
と言って.流し台に水を溜める。水のあふれるのを眺め
ながら，箱庭の砂の中に聞手を突っ込み，手の甲を上に
して底の方から砂を織り起こす。そして前回と同じく ，
タイヤ落しを始めるが， 「手伝わなくていい」とセラピ
ストの援助を断わる。大雨が長〈降り絞〈。その間，名
古屋械が水につかって壕れてしまったりする.本児にと
ってかなりきつい r{:士1~J をこなしたようで 「あ あ. し
んどJ と言ってから，包括の続きをするが，すぐに電車
遊びへと移る。タタミの上にレーJレを長くつなぎ.速給
した汽車を走らせる。タイヤ遊ぴのダイナミックな動き
に対極的な静的な洛ちつきのある遊びに.セラピストは
嵐のf去の静けさのようなものを感じる。エレクトーンを
蝉き，電車を少し走らせてから，本児は部屋を出る.
第6回 (1973年7月7日)
時間前，研究室のドアのそばに帽子を後ったノド児がじ
っと無言で立っている。セラピス トを見て 「こんにちは」
と挨拶をするが，相変らずの畏まった態度。セラピスト
は，プレイ中のリラックスした本児の態度とは大分i皐う
なと思いながら，プレイ室に向かう。
入室するや本児は包括遊びの宣言をするが.立Jをし
ただけで，セラピストが電話の準備をしている問に，早
速前回同僚大小2つのタイヤを流し台に入れ，水をザア
ザアとあふれさせ，大雨を降らし始める。そして今まで
以上に激しくタイヤを床に引きずり落し.床の上を転が
せる。床中水浸し。息‘を5単ませて「ビンョ巳ショになっ
ちゃった」言いながらも鉄琴・タイコを「トーントトッ
(9) 
ト，チャーンチャチャソチャ」と実に関子よく鳴らし始
める。そして 「雷鳴ってるよ」と曾ってタイコを「トン
トン」としばらくの問たたきながら. 「お化けだぞー」
とセラピス卜を驚かしたり rちょっと電話またする」
と言って，セラピストをソパ屋にして大量のソパ(百人
前，千個など)を注文する。セラピストもその量に応え
ようと思って，小部屋の上からソパ代りにザプトンを放
り込むと，本児はこれ以上楽しいことはないという ほど
笑い出す。そして少し落ち着いてから電話のベJレをジャ
ーンと鳴らし，タイコを軽くたたきながら「霞です。雷
坊主でございます」と本児自らが霞になる.大雨を降ら
せたり.'Jfになったりする本児の迫力にセラピストが感
じ入っていると.本児は 「野球，パットJ と言って室外
に出る。終了時間になったことを告げると「ホームラン
を打ってからやめる」と言って，セラピス卜の投げるポ
ールを何度も何度も一生懸命に打つ。セラピストには本
鬼のひたむきな気持ちがひしひしと伝わって来るように
感じられた.
第7回 (1973年7月21日)
電話遊びを途中でやめて，本児はトイレに行〈 。本児
の済んだ後，セラピストにも行くように雷う。セラピス
トが部屋に戻ると「出ました?ちょっとだけ?J と尋ね
て来るので rうん， ちょっとだけ」とセラピス トは答
えるが.本児がどうしてセラピストのトイレのことを気
にかけるのかとセラピスト自身が気にかけていると，す
でに先ほどから溜って来た流し台の水があふれ出て来る。
本児は「名宵屋市内に雨が降った」と雷って，タイヤを
流し台に乗せ，床に引きずり落す。床は水授しになるが，
本児は「恵みの雨や」とうれしそうに言う。セラピスト
は実にさわやかな気分になる。
「野球しょうか」と本児は室外に出るが，大学の講義
室に入り，授業ごっこを始める。本児が先生で，セラ ピ
ストが生徒。本児は出席をとったり，問題を出したり す
る。セラピストが正解すると.手をま惨げてもあててくれ
ないのでわざと誤答すると，セラピストのE買をプラスチ
ック製のパットでたたいたり，罰として立たせたり .ウ
サギ飛ぴをやらせたりする。これがとても気に入ったよ
うで.時間終るにもかかわらず， 「終わりの会」を始め
る。 r今日の一日のうれしかったこと，幾しかったこと」
の報告をセラピストにさせたり . rp C B汚染問題』の
ニュースを本児が発表する。芳、気揚織とした足取りで本
児はプレイ室を出て行〈。セラ ピストが「パイパイ」と
声をかけると，本児からも「パイパイ」と初めて返事が
返って来る.
次回は夏休み明けの9月からである。
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第8回 (1973年 9月22日)
廊下の曲り角から顔を覗かせている本児を見つける.
セラピストの方から近づくと，照れ臭そうに「こんにち
は」と挨拶する。長った態度が残っているとはいえ，幾
分間さの取れてきた本児に，夏休みの聞の成長振りがう
かがわれる。
入室するや，新しい電話を見つけ，室外からセラピス
ト(ソパ屋)と交信を始める。外からソパを一入所I注文
して来る。今までと途って本児にとって適量の注文に，
セラピストは安心感を党えると同時に，本児とのスムー
ズな交流が始まリ出したと思う。本児の言葉使いもかな
り悶きが取れ. 子どもらしい表現になる。軽快なやりと
りがしばらく続いた後室内に戻って来た本児は，箱庭に
池をつくり始める。ふるいを逆さまに置き，砂を少し乗
せてスコップでふるった後，バケツで水を 2，3杯入札
ふるいを取った後再度水を何綜も入れる。そばで見てい
るセラピストには.何か儀式めいた気がして来る。稲庭
に溜った水を凡て， 本児は「池が出来た，虹の池が出来
ました」と満足気に言う。セラピストは今まで何度とな
く降り続いた大雨がやっとここであがったなという気が
する。池の水をセラピストと一緒にすくい出した後.ア
ンデルセンの「みにくいアヒルの子」の紙芝居を取り出
し 1枚ずつ順番に並べ直す。そして「また来週しよう」
と言って部屋を出て行〈。母親の面接室をノ yクし.出
て来た丹下カウ ンセラーに「きようなら」と言ってサッ
とかけてfi<。
考察
河合は，プレイに示されたクライエントの表現の象徴
的な意味を，セラピストが自らの体験を通して積極的に
把縫い受容して行 くことが，治療の進展上重要である
ことを主張しているが，本児の場合も. その治療過程に
重要な意味を符っと恩われる象徴的な表現がいくつかあ
った。ここでは.その中でもとくに‘電話遊びe および
*雷坊主'について考察してみる。
(1) 、、電話遊T.J'f について
本治療過程では，第2固に争lJめて電話が登場する。河
合は，プレイにおける7ライエントの電話の使用につい
て. 「われわれが遊戯療法をする場合に，7ライ エント
が治療者と直後的な接触がとれないが.何らかの接触の
意欲が生じてきたときに，電話で話しかけてくることを
よく経験する」と述べているが，本児の場合もまさにこ
れにあたるだろう。酒屋.ソパ度などのJ苫屋になったセ
ラピストと，答となって電話注文をする本児とのやりと
リのプロセスに，本児とセ ラピストとの信頼関係(治療
m. 
(10) 
'c. 
関係)の推移を見ることが出来る。本児は食べ切れない
ほどの量を注文し (第2回)，さらにそれがエスカレー
トする(第6回)。そしてやっと‘一人前ゅの適量とな
るが(第8固)， その問，セラピストの応答に7存胆した
り(第3回)，逆にセラピストとの交流のために電池を
一緒に授したかと思うと (第4回)，むしろ電話遊びは
もはや必要でなくなったかのように しなくなったり (第
5回)，途中でやめたりするようになる (第7凪)。包
括遊びは.本児とセラピストとの心をつなぐ(相互交流
の)パイプの役目を来していたと考えられる。
(2) ‘雷坊主'について
本児がホタイヤ遊び'と名付けた一連の表現過程には，
大洪水による古い家屋の破壊(第4固)→長〈降り統〈
大雨 (第5回)→本児自ら演ずる雷坊主(第6回)→必;
みの雨 (第7回)→虹の池 (第8回)へと変化発展して
行〈一種の物語り性が認められる。この*震坊主ゅのテ
4) 
一?に頬似した説話がや能かの、賀茂'の中にみられる。
tf，泰の氏女が川に流れる白羽の矢を拾って持ち帰リ，
fItfの軒にきして鑑いたところ，懐胎し男児を生む。この 子
が3歳になった時，周囲の者が父親は誰かと問うと.こ
ヮヶイカ/チ
の子は矢を指差し.天に昇り別省神となる。そして光稲
安を放ち，雨を降らし，五殺成幼悶土守獲の哲を示した
後立ち去る。
この説話の中の3歳という年令は，いわゆる自我意織
の芽生える時期でもあり，本児自らが常となるという強
烈な体験過程は，本児が次の成長段階へと向う自己を獲
得して行ったプロセスと言えるだろう。すなわち河合3)が
心理療法におけるイニシエーショ ンの意義において rそ
の抑止された成長が促進され，クライエントはその人生
において決定的となるような成長の段階を迎える。ここ
に，その個人にと ってのイニシエーションが必要となっ
てくるのである」と述べているように，本児に とっての
イニシエーションの儀式は，まさにや震坊主'の体験過
程そのものであったと思われる。
契約
現.(E継続中で，過去約2年半に亙って心理治療を行な
って来たー情緒降客児 (年令9歳，小学校4年生の男児)
の初期の治療過程における表現およびセラピストとの関
係について考察した。
その結果，とくにノド児の示した吋包括遊び。の表現冶
位 l;t本児とセラピストとの信頼関係を示す表現と」号えら
れる。また，本児の示した*雷坊主"の表現はその後の
ノド児の心理的な成長の契機となったように考ー えられる。
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Summary 
This paper presents a research of the child's expressions and the relationship between child ancl 
therapist in the early process of psychotherapy with an emotionally disturbed child (a boy， age 9， 
in the 4th year of primary school). 
The therapy with him has been kept going on since May 19， 1973. 
The results obtained will be summarized as folows: 
First， the process of self-expression he showed in "playing telephone" is interpreted as a sign of 
close relationship between child and therapist. 
Second， his "thunder boy" playing is considered tO be a symbolic expression of the starting-point 
of his psychological growth. 
(11) 
